西病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成30年6月22日（金）　　　　　　　　　　　　　　　司会：神林　史麻　記録：石橋　清香　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	高橋
	赤坂
	松沢
	澤田
	神林
	柴田
	北城
	松下
	岩藤
	橘
	加藤

	準
	○
	休
	明け
	○
	 休
	休
	○
	休
	　休
	準

	石橋
	原田
	油津
	大谷地
	藤田

	○
	明け
	○
	○
	留守


＜連絡事項＞
・退院後の訪問看護導入依頼に関して、ＡＯＭより病棟にメールがきていますので各自確
　認してください。
・インシデント入力したスタッフは必ずМ-ＳＨＥＬＬを作成してください。また、今年度4件の事故に関しては早急に作成してください。
・Ａユニットの洗濯機は使用できますが、乾燥機はまだ部品が届いていないため修理できていないそうです。周知お願いします。
＜居室変更＞

・内田勇三様→29号室から21号室へ移動

・石田義明様→21号室から29号室へ移動

・内田都影様→31号室から24号室へ移動

周知お願いします。
＜患者様連絡事項＞
・成田　賀枝様～本日認定調査終了しています。
・内田　都影様～本人希望によりハップスター1P処方となっています。家族より、毎日のように電話がきて大変との話がありました。転入時、電話代は1週間で50円以内との話でしたが実際のところ1週間に5回以内なのか曖昧になっている為、受け持ちスタッフは家族へ連絡し確認してください。また、7/6の10時～16時までで外出希望あった為、申請出しています。
・船田　泰子様～ロペラミド塩酸塩カプセル１ｍｇとミヤＢＭ細粒1ｇ/包 が3日

分処方となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・居ヶ内　敦子様～特に問題行動なく、他者交流もみられていますが表情の冴えなさや不調の訴えは聞かれています。腰痛訴えあり、本人希望にてハップスター2P処方となっています。本人引き続き精神状態の観察と他者への干渉がないか観察していきましょう。
・小田　タネ様～悲観的発言や不調の訴え聞かれており、本日は入浴も拒否しています。今後単独外出等もする方なので自分でできることはやるように促しましょう。また、そのことで精神状態の変動があるかもしれないので状態観察をしていきましょう。
・中山　真由美様～突拍子もなく話しかけてくることあり、否定すると易怒的となる
　　　　　　　　　為トラブルに注意し、精神状態の観察をしていきましょう。また、
診察時主治医へ情報提供していきましょう。
＜ＯＴより＞
・中山　真由美様～作業中、他患者様とのトラブル多く見られており、介入要しています。
・出席率の低い西病棟の患者様に対して来週、大谷地さんにマンツーマンで対応して

もらうことにしましたので、周知お願いします。

